
　大都市地域における窒素酸化物（NOx）や浮遊粒子状物質（SPM）による大気汚染は依然とし

て深刻な状況が続いています。これらの物質については、発がん性のおそれを含む国民の健康へ

の悪影響が懸念されていることから、自動車NOx・PM法（平成13年6月改正）による規制を行なっ

ています。 

　この法律には、一定の自動車に関して、より窒素酸化物や粒子状物質の排出の少ない車を使っ

ていただくよう、「車種規制」という規制が盛り込まれています。この規制によって、大都市地域で

所有し、使用できる車が制限されています。 

　車種規制の実施には、皆様のご協力が必要です。大都市の大気汚染の改善のため、よろしくご

理解とご協力をお願いします。 

二酸化窒素（ＮＯ２） 

　高濃度で呼吸器に悪い影響を与えるほ

か、酸性雨や光化学オキシダントの原因

物質になると言われています。 

浮遊粒子状物質（ＳPM） 

　大気中に長時間留まり、高濃度で肺や

気管などに沈着して呼吸器に悪い影響を

与えるほか、発がん性のおそれが指摘さ

れています。 
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